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 各教科で働かせる見方・考え方とねらいを明確にした指導計画を作成し、多様な考え方に気付く対話的な学

習を展開することで、児童が教科の楽しさや分かる喜びを感じ、主体的・対話的に学ぶ子を育成することがで

きる。 

 

  
 

 

  

◯学習に意欲的な児童が多い。 

◯仲間と学び合うことが好きである。 

◯自分の考えを伝えたり、他者の考え方を

聞いたりすることができる。 

△見方・考え方を働かせて考えたり、筋道を

立てて説明したりする力に弱さがある。 

△自分の考えと他者の考えを教科ごとの見

方・考え方を働かせて比べる力に弱さがあ

る。 

△知識を活用する力に弱さがある。 

☆学ぶことに興味や関心をもち、自ら課題を見つけ、

見通しをもって解決に取り組む子 

☆見方・考え方を働かせて考え、筋道を立てて表現で

きる子  

☆児童同士や教師と児童との対話を通じ、仲間の意

見と関わらせながら自分の考えを広め、深める子 

☆自らの学習をまとめ振り返り、新たな問いを見出

し、次への意欲を高められる子 

研究内容２   

見方・考え方を働かせた対話的な学習を充実

させるための指導の工夫 

・見方・考え方を働かせるための発問の工夫 

・多様な考え方を導く対話的な学習を充実さ

せるための指導の工夫 

・ペア、グループ活動など学習形態の工夫 

・具体物、図、式、言葉などを用いて説明し

合ったり伝え合ったりできる場の工夫 

研究内容３  

学びの実感に繋がるまとめ

の場の充実 

・「できた」「わかった」「使

えた」を実感できるまとめ

と振り返りの工夫 

・対話活動を通した振り返り

の在り方 

心ゆたかに たくましく 生きぬく子 

研究内容１   

指導計画の工夫 

・働かせる見方・考え方とねら

いの明確化 

・既習事項を学習内容と関連づ

ける指導の工夫 

・既習事項を確認できる環境の

工夫 

・ICT の効果的活用 


